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データの処理

現在はほとんどの場合コンピュータを使ってデータの処理をおこ
なう。分野によってはその場で、グラフを書いた方が良く分かる
ものもあり、定性的な性質が良く分かっているために、特定の比
率でグラフを書くと良いものもあり、有名なところで片対数グラ
フ、両対数グラフがあり、方眼紙としてその比率で線が引かれた
ものもある。
重要なことは、どのように考えるべきか？どのような統計量が重
要か？その量は他の人も分かってくれる量か？に答えることで
ある。
他の人に分かってもらうというのは非常に難しい問題で、その人
がその問題を知っているか知らないかにより大きく変わってしま
い、学会、研究室内、会社内、などの特定の場所で話すことが前
提になっている場合と、全くそのことを知らない一般の人向けに
話すときではどのような統計量が重要かも変わってきてしまう。
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データの処理

問題

片対数グラフ、両対数グラフに関して調べよ。特にどのようなこ
とが分かっている時にこのようなグラフを使うか、例を挙げると
良い。
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データの処理

同じデータを使っても、処理の仕方、グラフの書き方でかなり印
象が変わる。
例えば次のページの 2つのグラフを見ると、左のグラフは、「多
少ばらつきはあるが、似たような値を取っている」と感じるし、
右のグラフは、「かなり値に差がある」と感じる。
しかしよく見ると、値域が違うだけで、実は右側は、左側のグラ
フの一部分を切り取って、縦横の比を変えただけのものである。
このグラフは意図的に２つ作ったが、コンピュータは自動でグラ
フを書いてくれるため、意図と違うものが出てしまうことがある
ので、注意する必要があるとともに、グラフなどを見るときは意
図的に、特徴的なグラフを作って、実際とは異なる結果を主張し
ていないか注意する必要もある。
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データの処理
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データの処理

一般的には、図、グラフだけでなく、その特性量、特徴量を数値
として出す方が良いが、一方で数値だけでは分かりにくい。この
ため両方出した方が良い。
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データの処理

新潟の 8月の気温（最高気温、最低気温）を例としてグラフを
作る。
◦ 度数分布表とヒストグラムを作る
この分割を階級、階級に入った数を度数と呼ぶ。
通常階級は等分割にする。
いくつに分けるかは必ずしも決まっていない。
目安として 階級 ∼=

√
総データ数 がある。
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データの処理

◦ この例での特性量として
最大、最小、

標本平均： x̄ =
1

n

n∑
i=1

xi

標本分散： v2 =
1

n

n∑
i=1

(xi − x̄)2

標本中央値（メディアン）：データを小さいほうから並べなおして
x[1] ≤ x[2] ≤ . . . ≤ x[n] として

x̃ =

x[(n+1)/2] n が奇数の場合
1

2
(x[n/2] + x[n/2]+1) n が偶数の場合
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データの処理

多くの場合 x̄ ∼= x̃ であり多くの場合 x̄ だけを求めるが、特定の
分布だと、x̄ ̸= x̃ となり x̃ の方が良い特性量になっていることが
知られている。

問題

x̄ ̸= x̃ となり x̃ の方が良い特性量になっている例を調べ、実際に
そうであるか感想を述べよ。
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データの処理
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データの処理

典型的な分布である、一様分布、正規分布、χ2分布のヒストグラ
ムを挙げる。
(コンピュータ上で乱数を発生させ、ヒストグラムを作る。)
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データの処理

一様分布
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データの処理

正規分布
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データの処理

χ2分布

永幡幸生 応用数理 E 第 8 回目



データの処理

◦ 散布図
8 月の気温で最高気温と最低気温を同時に見た場合、何らかの相
関関係があることを予想することは当然である。このようなデー
タに対して、横軸に最高気温、縦軸に最低気温をとってグラフを
書いたものを散布図と呼ぶ。
◦ この例での特性量として
標本平均：x̄ , ȳ
標本相関係数：r

Sxx =
n∑

i=1

(xi− x̄)2, Syy =
n∑

i=1

(yi− ȳ)2, Sxy =
n∑

i=1

(xi− x̄)(yi− ȳ)

として

r =
Sxy√
SxxSyy
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データの処理
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データの処理

一様分布と、正規分布に関して、適当に相関を変えた散布図を挙
げる。
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データの処理
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データの処理
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